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部局長の交替

防災研究所長
　井上和也防災研究所教授（水

災害研究部門担当（都市耐水

論））が，入倉孝次郎防災研究所

長の任期満了に伴う後任として，

５月１日付けで任命された。任

期は平成１７年３月３１日まで。

大学の動き

新入生向けガイダンスの実施

　本学における全学共通教育（教養教育）を全学的

立場から企画運営し，その責任組織として本年４月

１日に設置された「高等教育研究開発推進機構」が，

教養教育の改善・充実のための取り組みの一つとし

て，新入生向けのガイダンスを初めて企画し，４月

２日（水）から４日（金）までの３日間，全学部

（１０学部）の新入生（２，８４９名）を対象とした「全

学共通教育にかかる新入生向けガイダンス」を実施

した。

　このガイダンスは，新たに導入された遠隔講義シ

ステムにより４会場同時進行で行われ，冒頭，初代

機構長の赤岡　功教授が，本学の歴史及び「自由の

学風」に根ざした教育理念，さらには学生個々人の

自発自啓を基本精神とした教養

教育の目的・目標等を紹介した。

　引き続き，副機構長の林　哲

介教授から総合大学としての特

徴を生かして各学部，研究科，

研究所及びセンターが提供する

７２５科目に及ぶ多様な全学共通

（教養）科目について，その適

正な履修方法の詳細な説明があった。

　その後，事務担当者による履修に当たっての事務

手続きの説明，学生生活のためのオリエンテーショ

ンがあり，新入生はメモをとるなど真剣な表情で聞

き入っていた。

　今回のガイダンスは好評のうちに終了し，来年度

以降も内容を一層充実したものにして，引き続き開

催する予定である。

　なお，全学共通教育に関する事務を円滑に行うた

め，事務局に小川清四郎企画調整官を部長とする共

通教育推進部並びに共通教育推進室を本年４月１日

に設置した。
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部局の動き

寄附講座「創薬神経科学講座」の設置

　４月 1日，大学院薬学研究科の寄附講座「創薬神経科学講座」が設置された。

　概要は次のとおりである。

　１　部　局　名　薬学研究科

　２　名　　　称　創薬神経科学講座

　３　寄　附　者　エーザイ株式会社

　　　　　　　　　　　代表取締役社長　内　藤　晴　夫

　４　寄 附 金 額　総額２５０，０００，０００円（分割納付）

　５　設 置 期 間　平成１５年４月～平成２０年３月（５年間）

　６　担 当 教 員

　　　　教 授 相 当 　杉　本　八　郎

　　　　助教授相当 　新　留　徹　広

　　　　助 手 相 当　 木　原　武　士

　７　研 究 目 的

　神経科学領域を基盤とした創薬科学研究を行い，難治性神経疾患を含む中枢神経疾患を標的とした研究

を推進し，基礎と応用をつないで独創的医薬品の創製に結びつく基礎的試料を提供するとともに，創薬研

究者の育成にも貢献する。

　８　研 究 内 容

　神経科学，薬理学，生化学を基盤とした研究の実施により，諸種中枢神経疾患の病態の分子・細胞レベ

ルでの解明を行い，ゲノムと生理活性物質の両面から病態制御に関わる生体機能分子を解析し，中枢神経

疾患治療薬に関連した創薬シーズを探索する。

　９　研 究 課 題

　中枢神経疾患の病態と関連する新規遺伝子をターゲットとする研究により，創薬研究にブレークスルー

をもたらすことを可能にする研究標的を開拓する。さらに，生体内もしくは天然物中に存在する未知の生

理，薬理活性物質を探索するとともに，新規な神経変性疾患治療薬を創出するために必要な種々の薬物効

果評価系を構築する。

栄誉

柳田充弘教授が恩賜賞 ･日本学士院賞を，深谷賢治教授が日本学士院賞を受賞

　このたび，柳田充弘教授が恩賜賞 ･日本学士院賞を，深谷賢治教授が日本学士院賞をそれぞれ受賞されるこ

とになりました。

　授賞式は，６月上旬日本学士院で行われる予定です。

　以下に両教授の略歴，業績等を紹介します。
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　深谷賢治教授は，昭和５６年
東京大学理学部を卒業，同大
学大学院理学研究科修士課程
を同５８年に修了し，同大学理
学部助手となり，同６１年に理
学博士号を取得後，同６１年か
ら同大学教養学部助教授，平
成３年理学部助教授を経て，
同８年から京都大学大学院理
学研究科教授に就任され，現在に至っている。
　深谷教授の専門は幾何学で，幾何学研究全般が今
回の受賞の対象となった。
　ドーナッツ形がだんだん細くなって，最後には太
さ 0の針金のようになる現象の高次元での類似が，
リーマン多様体の崩壊で，同教授のリーマン幾何学
における研究の中心である。同教授は，2つの空間
の近さを計る概念であるグロモフ・ハウスドルフ距
離を用いて，空間の曲がり方についての条件のもと
で（ニューヨーク大学クーラン研究所チーガー教授，
同研究所及びフランス高等科学研究所（IHES）グロ
モフ教授の研究と補い合って）崩壊現象のほぼ完全
な記述を行い，九州大学山口教授らとともにその概
非正曲率多様体の高次ホモトピー群の消滅，概非負
多様体の基本群の冪零性の証明への応用を与えた。
　また，ゲージ理論・シンプレクティック幾何学・

位相的場の理論についての同教授の研究は，無限次
元空間の幾何学にかかわるものである。位相幾何学
の重要な方法は，幾何学的対象に代数的な対象を対
応させて，代数を用いて幾何を行うことで，有限次
元の場合には，ホモロジー・ホモトピーなどの手法
が開発されている。同教授の研究では，無限次元の
ホモロジー論であるフレアーホモロジーを足がかり
に，それを越えた無限次元の種々の位相幾何学的な
構造が構想され，実現されつつある。これは，位相
的場の理論でのホモロジー代数的枠組みの適用の先
駆けとなった。深谷カテゴリーと呼ばれるカテゴ
リーの構成がその一例で，素粒子論で研究されてい
る超弦理論に端を発するホモロジー的ミラー対称性
予想（フランス高等科学研究所（IHES）コンセビッ
チ教授による）で重要な役割を果たしている。
　さらに，関数解析的非線形偏微分方程式を用いた，
種々の位相的場の理論の基礎付けにも同教授の寄与
が大きく，その一つの応用として，周期ハミルトン
力学系の周期軌道に関するアーノルド予想の一つの
形が，同教授と北海道大学小野教授によって解決さ
れている。
　以上，同教授の研究は，幾何学，トポロジー，数
理物理などの幅広い分野に渉るもので，その画期的
業績と深い洞察は国際的に高く評価されている。
 （大学院理学研究科）

　柳田充弘教授は，昭和３９年
東京大学理学部を卒業され，
本学に着任されるまでに，ス
イス国ジュネーブ大学，イタ
リア国ナポリ市国際・遺伝生
物物理学研究所，東京大学医
科学研究所，米国メリーラン
ド州立大学等，複数の多彩な
研究機関で研鑽を積まれた。
昭和４６年京都大学理学部助教授，同５３年教授に昇任
された。その後，平成 7年大学院理学研究科に配置
換後，同１１年新設された京都大学大学院生命科学研
究科に配置換となり，同１３年国立遺伝学研究所細胞
遺伝研究系教授を併任し，現在に至っている。
　柳田教授の専門は分子細胞生物学であり，中でも
真核生物の染色体分配機構の解明に焦点を絞った研
究を続けている。分子レベルの解析が当時全く手つ
かずという状況の中で，モデル系として単細胞真核
生物である分裂酵母にいち早く注目された慧眼が，
後の研究の飛躍的な発展に通じた。遺伝学，分子生
物学，生化学，細胞生物学等の複合的な視野から精

力的な解析を行ない，遺伝情報伝達に関わる数多く
の因子を新規に同定され，さらには，因子間の相互
作用を介して遺伝情報の実体である染色体の機能を
遺伝子レベルで明らかにされてきた。同教授の解析
方法の特色は，生命現象を俯瞰する際に，顕微鏡等
から得られる巨視的な形態情報を常に分子レベルに
還元して捉える点である。そのアプローチは先駆的
な解析技術を自ら開発・駆使することにつながり，
この分野における技術面での貢献も枚挙に暇がない。
こうした一連の研究結果から，研究開始当初はほと
んど未解明であった本現象が，今日我々が理解する
までに明らかになった過程には，同教授の貢献が大
であることは世界中の研究者が等しく認めるところ
である。
　これらの業績に対し，平成１２年東レ科学技術賞，
同１３年朝日賞，同１４年上原賞，同１４年紫綬褒章が授
与された。また，平成７年ヨーロッパ分子生物学機
構（EMBO）外国人会員，同１２年英国王立協会外国
人会員に選出されている。
 （大学院生命科学研究科）
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ゆとり
 安福　照嘉

　私が京都大学に入学したの

は昭和２３年，未だ戦後疲弊の

面影が濃い年代だった。外食

券がなければ食堂で食べる事

も出来ないし，醤油だけで味

付けした顔の映るような汁一

杯で雑穀混じりのお椀一杯の

飯をかきこむ時代だった。大

学も暖房はなく，京都特有の冷えこみは少々辛かっ

たが，生まれて始めて家から開放されて下宿生活の

自由を心から謳歌出来た時代でもあった。法経第一

教室の暖房のない寒さは格別のものだったが，滝川

幸辰先生の刑法講義に出席したある日，ある学生が

オーバーコートを着たまま座っているのを見咎めら

れて，退場を命じられた。随分厳しい先生だなと印

象に残った。

　中谷　実先生のゼミで金融論を勉強した縁もあり，

昭和２６年卒業後三和銀行〔現UFJ 銀行〕に就職した。

就職前までは銀行は３時に扉を閉めるから，４時頃

には帰れる楽な商売だとばかり思っていたほど現実

社会にはうとい自分だったが，入行早々からやたら

と残業が多いのに驚き，よほど辞めようかなどと考

えたが，さりとて辞めても特にやりたい仕事もない

のでそのままずるずると銀行に居座ることとなった。

　戦後の占領下経済から徐々に自立経済の歩みが進

む中，銀行も海外に目を向け始めた時代でもあった。

当時は未だ財閥は解体されたままだったが，再統合

の気運が醸成されつつあり，戦後日本経済復興の要

となった輸出産業育成と共に外国為替業務は邦銀に

とりぜひとも進出したい業務だった。そのような環

境下，私はニューヨークのある大手米銀へトレイ

ニーとして一年間派遣される事となった。当時日本

の外貨準備は底を這う時代で渡航許可条件も極めて

厳しい頃，トレイニーの給与は全て先方負担が条件

で，渡航用外貨も飛行機は認められず船賃なら認め

るということで，日本銀行の窓口へ日参してやっと

外貨割当を認めて貰った。１９５３年のことである。

　始めてのアメリカの印象は強烈だった。戦勝国と

しての誇りと自信がそうさせた面もあろうが，当時

会ったアメリカ人は概して大らかで，開放的で親切

だった。アメリカでもやっと黒白テレビが家庭に普

及し始めた頃で，今晩はテレビを観に来ないかと誘

われた素朴な時代が懐かしい。トレイニーとして最

初に配属された外国為替部門は部員の８割が外国人

で第二次大戦の戦火を逃れて米国にやってきたヨー

ロッパ，特にラトビア，リトアニア，ポーランド等

東欧地域の人間が多くて，訛りの強い英語には往生

したが，結構学歴も高い連中が安い給料で良く働い

ていた。戦後アメリカの発展を大きく支えたのがこ

れら移入外国人の頭脳と勤勉さであったのは疑い無

い事実である。

　１９５３年頃のアメリカと私が何度かのアメリカ勤務

を終えて日本に帰ってきた１９９０年代の終わりと比べ

てみると，アメリカも日本も物質的には本当に豊か

になったと思う。しかしそれに比して人の心はむし

ろ貧しくなったように感じられる。今度のイラク戦

争をめぐるアメリカの対応をみてもミサイルと爆弾

を打ち込むのは速かったが，七千年の歴史あるメソ

ポタミヤ文化遺産を守ること等頭の片隅にも無かっ

た様子である。第二次大戦当時京都と奈良の文化遺

産を守るために爆撃を思い止まらせたアメリカの良

識は何処へ姿を消したのだろうか。日本もすっかり

自信を喪失した経営者に出来るのはリストラの四文

字しかないのだろうか。東西ともに心にゆとりのあ

る人々が少なくなったように感じられる。

　京都大学卒業生として海外に生活して感じたこと

を若干述べさせて頂く。他の大学卒業生が夫々母校

の同窓会を中心に色んな形で結束或いは緊密な接触

を保っているのに比べて京都大学出身の同窓会はそ

の数，会員数，活動状況は弱いように感じられる。

これは決して善悪の問題ではない。私自身以前から

地縁，血縁で集団を作る人々を余り快くは思ってい

ない。これは未開文化の象徴かもしれない。その点

では京都大学の伝統はむしろ淡々とした人間関係を

良しとする風潮が今も流れていると感じている。私

はこれを美徳だと思っている。しかしアメリカのア

イビースクールと称せられる連中の同窓会活動を見

ていると，現実は哲学的だけで片付かない社会が存

在していることも否定できないと考えるようにも

なった。

（やすふく　てるよし　べリングポイント株式会社

顧問　昭和２６年経済学部卒業）

寸言
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随想

安全と規制
 名誉教授　西原　英晃

　長年，原子力基礎研究に携

わってきた者として，原子力

安全をめぐる昨今の「不祥事」

には情けない思いを抱いてい

る。大学を退職してからの数

年来，日本原子力学会の倫理

規程の作成とそのフォローに

関わっているが，大きな文明の変動期に出くわして

いるようで，専門職の倫理を考える際に必要なバラ

ンス感覚を維持するのが難しく，ずっしりとした社

会の重みとモーメンタムを感じている。原子力に限

らず科学技術の進展には先導的，切り羽的なインセ

ンティブが肝要であり，大学では先導的知の創造の

喜びを次世代に継承してゆくことが主要な責務のひ

とつである。

　原子力のように本来的にリスクを伴う分野では，

「安全」が何よりのキーワードであり，十分に醸成

された「安全文化」のなかで研究開発を推進して行

かなければならないのだが，歴史はその順番に進展

してきたわけではなく，今も試行錯誤が続いている。

システムが今のように複雑でなかった原子力開発の

黎明期には，「安全」を見通すことは比較的容易であ

り，また技術的「安全」を標榜することで社会的

「安心」を得るために，今では神話となった「絶対

安全」を護符として物事が進められた。ここでシス

テムと言ったのは設備本体だけでなく，その運用に

当たる制度などを含めてのことである。その後シス

テムが複雑化し，このパラダイムが破れ，対応に苦

慮しているのが今の状況であろう。古いパラダイム

はステークホールダが限定されていたから可能で

あったのかも知れない。　　

　７年前の１２月にナトリウム漏れ事故で高速増殖炉

「もんじゅ」が停止し，その翌月，関西の原子力関

係者が新年の集まりを持ったおり，筆者は原子力技

術者を教育してきた立場で，原子力における倫理教

育を怠ってきたことに対して反省する意味の言葉を

述べた。もんじゅ事故ではナトリウム漏洩の際に撮

したビデオを組織的に隠していた。ちょうどそのこ

ろから，技術的なモラル・インテグリティの破綻が

わが国の各分野で見られるようになり，工学教育に

「倫理」を導入することの必要性が議論されるよう

になった。

　モラルは規範レベルで倫理として論じられ，そこ

ではバランスが指針となる。調和のとれた価値判断

が重要，というわけである。価値基準のなかで最も

重視しなければならないのは人々の福祉・健康・安

全であるが，原子力のように複雑系になってしまっ

たシステムでは，どの位安全であれば十分安全なの

か，というようなことについての社会的コンセンサ

スはなかなかとれない。ひとつには，科学技術の発

展に不可欠な先導性は，不可避的にバランスを破る

性格のものだからであろう。

　バランスを保つには，個人の常識レベル，規範化

された倫理レベル，国の法令レベルなどの段階があ

る。さらにはこれを横につなぐ二国間や国際的な取

り決めも重要な役を演じよう。工学に限らず科学技

術を展開するためにはこれらのレベルが弾力的に機

能しなければならない。昨年発覚した東京電力の原

発検査データ不正事件に絡んで，経済産業省の原子

力安全・保安院は，原子力安全委員会の勧告を受け

て，原子力事業者の自主点検を法定点検に格上げし

て義務化することにした。今後，法定の自主点検記

録に改ざんがあった場合は罰則の対象となる。こう

すれば責任の所在はより明確になるが，それが当事

者の倫理レベルでの意識を弱めることにならなけれ

ば，と危惧している。法令レベルでの安全規制が強

化されると，自主点検の本来的な精神が損なわれて

きてしまう。わが国の伝統的体質であるパターナリ

ズムは自律的「安全文化」育成の方向に逆行するこ

とにならなければ幸いである。

（にしはら　ひであき　元原子炉実験所教授，平成

１０年退官，専門は原子力工学・技術倫理）
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フィールドからの発想
 　河野　泰之

　２年前からミャンマーでの

調査研究を始めた。２０年前に

タイで始まった私の農業・農

村研究は，ベトナム，ラオス，

ミャンマーと手を広げ，東南

アジア大陸部ではカンボジア

を残すのみとなった。ミャン

マーでの研究で与えられた

テーマは，市場経済の導入を

農業分野において促進するためにどのような政策・

制度の改変を優先させればよいかを日緬両政府に提

言しろ，というものであった。経済学者が中心と

なった共同研究である。

　私はこのテーマを少し読み替えた。ミャンマーの

農業生産様式とそれを支える農村の社会経済システ

ムはどのような過程を経て形成されてきたのか，そ

の結果として今日のミャンマー農業はどのような条

件に規定されているのか，について考えようと思っ

た。私の時間的な視野は５０年から１００年である。イ

ギリス植民地期を出発点として，独立直後の比較的

自由だった時代，軍事独裁期，そして近年の外国資

本が流入するようになった時代を追跡することであ

る。国レベルでの政策や制度の変更が農村の仕組み

や営農にどのような影響を与え，農村や農業の変容

に政策や制度がどのように追随してきたのかを，

フィールドを歩きながら思い描いた。経済学者が何

を変えることが効果的なのかを分析するのに対して，

私は，社会がどう変わろうとしているのか，社会は

どういう変化を受け入れる用意があるのかを見よう

とした。両者を融合することにより，ミャンマー農

業が近未来に向けて歩んでいく道筋が見えてくるだ

ろう。

　今年の２月には，短期間ではあるが，インドネシ

ア・ジャワ島の農村に滞在する機会があった。この

ときの研究テーマは高齢者をめぐるセーフティ・

ネット。私の課題は，それを生業や生活環境との関

係から考える，というものであった。医学や経済学

を専攻する方々との共同研究である。東南アジアで

も少子高齢化社会が目前に迫りつつある。同時に市

場経済が浸透し生活スタイルが変わり，いわゆる伝

統的な農村社会が崩れ始めている。とはいえ政府の

財政基盤は弱く，先進国の高齢者福祉モデルをその

まま発展途上国に適用することはできない。それで

は，どのようなオルタナティブ・アプローチがある

のか。

　医学者が高齢者の健康状態を診断し，経済学者が

高齢者世帯の経済状態を聞き取り，私が高齢者の生

業活動や生活スタイルを記録する。そこで，これら

３種類の情報をどう統合するか。高齢者にとって十

分な権限をもって生きることが望ましいことであり，

セーフティ・ネットとはその権限を維持する仕組み

である，と考えてみようと思っている。権限には，

身体的，経済的，社会的と３つの側面がある。社会

的権限とは家族を含む他人との関係性に基づく権限

である。こう考えることにより，健康であることと，

経済的に豊かであることと，子供が多い，あるいは

社会的に影響力があることの相互補完的な作用を取

り込んで高齢者の生き方を考えることができるし，

オルタナティブ・アプローチを導き出す手がかりも

与えてくれると期待している。

　ジャワ島での調査の直前にラオスのヴィエンチャ

ンを訪問した。これは，東南アジア大陸山地部を対

象として，慣習的な土地利用において維持されてき

た生物多様性保全と持続的農林業の両立を近代的な

土地制度のもとでどのように実現するか，をテーマ

とする研究プロジェクトである。生態学と農学と経

済学と政治学，さらに人類学をも巻き込んだテーマ

である。

　いろいろな研究分野を繋いで積み重ねて今日的な

課題に取り組む，という研究も結構面白いものであ

る。自らが特定の分野の研究者である，という意識

を少し破ってフィールドに立ってみよう。そして

フィールドの実態と真摯に対峙してみよう。目の前

の人がどういう背景で何を考え何をしようとしてい

るのか，自然や文化や経済や国家がどういう背景で

形成されどう動こうとしているのか。細分化された

知恵をどのように統合するか。発想の原点はフィー

ルドにある。

（こうの　やすゆき　東南アジア研究センター助教授）

洛書
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資料
平成１５年度入学試験諸統計

１.募集人員・志願者数・合格者数・入学者数等調

〔外国学校出身者のための選考の実施結果（外数）〕

入学者数
追　　加
合格者数

入　　学
辞退者数

合格者数受験者数
第１段階選抜
合 格 者 数

志願者数募集人員学部・日程

１３５

５５２２７２２９２３４５５前期（文系）
総合人間
学　　部

５６２２２２２２２３４５５前期（理系）

２４１９６３２０３８０２０後　　期

２２４１
１９３５８９５９２５９２１９０前　　期

文 学 部
３２１４６３０１３９０３０後　　期

６２
４０１３８１３８１３８４０前　　期

教育学部
２２９３１３７１３７２０後　　期

３５７
３２５８８３８９２８９３３２０前　　期

法 学 部
３２１２５３４０３８８２０後　　期

２３４４

１６０５２５５３４５３４１６０前期（一般）

経済学部 ５０２５０２５１３０５５０前期（論文）

２８３４８５６０５６０２０後　　期

３０１２２
２７１９１９９２７９５６２７１前　　期

理 学 部
３０７６４１,０８４１,１０５３０後　　期

１００
９０３９０３９９４４０９０前　　期

医 学 部
１０１１０１４９１９６１０後　　期

８１
７０３００３０７３０７７０前　　期

薬 学 部
１１１３８２０１２０１１０後　　期

９６１
８６１２,１６２２,１８２２,１８４８５７前　　期

工 学 部
１００３８４７８３８８８９８後　　期

３１２３
２４４６５７６６５６６５２３３前　　期

農 学 部
７１５３６８１８８１８６７後　　期

２,４１５７,２６２７,３３８７,４８２２,３９１前　　期
小　　計

３６０２,８４０４,６９３５,０６３３２５後　　期

２,７６７２１０２,７７５１０,１０２１２,０３１１２,５４５２,７１６合　　計

人 人 人 人 人 人 人 人

入学者数
入　 　 学
辞 退 者 数

合格者数受験者数
第１次選考
合 格 者 数

志願者数募集人員学　　部

 ８ １ ９１３２１３０２０名以内法 学 部

１０１０１３１５２４１０名以内経済学部

人人人人人人
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〈工学部・農学部学科別内訳〉

入学者数追　　加
合格者数

入　　学
辞退者数合格者数受験者数第１段階選抜

合 格 者 数志願者数募集人員学部・日程

９６１８６１２,１６２２,１８２２,１８４８５７前期工学部 １００３８４７８３８８８９８後期

１８５
１６６４０１４０１１６６前期地球工学科 １９２２８２４６１９後期

８１
７３２３６２３６７２前期建 築 学 科 ８６５９５８後期

２３８
２１３４９３４９４２１１前期物理工学科 ２５１９０１９０２４後期

１３０
１１７３１９３１９１１７前期電気電子工学科 １３７８１０３１３後期

９１
８１１９６１９７８１前期情 報 学 科 １０７２８４９後期

２３６
２１１５３７５３７２１０前期工業化学科 ２５１５０１７０２５後期

３１２３２４４６５７６６５６６５２３３前期農学部 ７１５３６８１８８１８６７後期

９７
７８― ― ７５前期資源生物科学科 １９１４８１４８１９後期

５１
４０― ― ３８前期応用生命科学科 １１１０６１０６９後期

３７１
２７― ― ２６前期地域環境工学科 １１２２６２２６１１後期

３４
２５― ― ２３前期食料・環境経済学科 ９　１０６１０６９後期

５９１
４７― ― ４５前期森林科学科 １３１９４１９４１２後期

３４１
２７― ― ２６前期食品生物科学科 ８３８３８７後期

人 人 人 人 人 人 人 人

２．合格者　最高点・最低点（総点）調
総　　　　点満　　　点日　　　程学　　　　　　部 平　均　点最　低　点最　高　点

５１５.４８４８１.８３５７８.６６８００（文　　系）前　期総 合 人 間 学 部 ５０７.３３４７２.７５６０５.２５８００（理　　系）
５３６.００５１５.６６５９０.００８００後　　　　期
４５４.０９４２９.８３５５３.４１７００前　　　　期文 学 部 ４４６.６４４２７.７５５０１.００７００後　　　　期
５６８.０２５２９.１６６３１.５０９００前　　　　期教 育 学 部 ５５５.１９５３８.５８５９５.６６９００後　　　　期
４８８.２５４４９.５０６０２.００７５０前　　　　期法 学 部 ３８１.９６３６９.５０４０６.００５００後　　　　期
４９４.９８４６２.７５５７５.５０８００（一　　般）前　期経 済 学 部 ５３３.２７４８４.１６６８８.３３１,０００（論　　文）
５７４.７４５３９.００６６６.９５９５０後　　　　期
４２６.７０３８８.００５３５.００６５０前　　　　期理 学 部 ２６６.６３２４５.００３１９.００４００後　　　　期
９７０.４９９１４.７５１,０６４.５０１,２５０前　　　　期医 学 部 ９９１.８７９４２.２０１,０７２.２０１,４００後　　　　期
６５９.２９６１６.２５７５２.００９５０前　　　　期薬 学 部 ６４１.８２６１０.３７７０４.１２９５０後　　　　期
６４１.４５５７５.８３８２４.７５１,０００前　　　　期工 学 部 　　　　　　　　　　　後　　　　期

６９３.６８６４４.００８１８.４１１,０５０前　　　　期農 学 部 　　　　　　　　　　　後　　　　期

総　　　点満　　　点日　　　程工学部学科別 平　均　点最　低　点最　高　点
６３７.０９５８１.６６８２４.７５１,０００

前　　　　期

地 球 工 学 科
６３７.６９５８２.８３７６８.３３１,０００建 築 学 科
６５６.４５５９５.５０７９９.５８１,０００物 理 工 学 科
６３９.５１５８９.５８７８１.９１１,０００電気電子工学科
６５９.１７５９９.９１７７５.６６１,０００情 報 学 科
６２５.３２５７５.８３７８８.７５１,０００工 業 化 学 科
７５１.５０７１４.２５８７６.００１,１００後　　　　期地 球 工 学 科
３０１.２５２７５.００３５８.５０５００（Ａ選抜）後　期建 築 学 科 ３０１.８８２８６.００３１８.００５００（Ｂ選抜）
７５８.７１７２０.５０８６６.２５１,１００

後　　　　期

物 理 工 学 科
６８０.３５６１０.４２７７５.０４１,０００電気電子工学科
２４７.８０２１２.００３００.００３００情 報 学 科
５７９.２８５４４.５０６２１.００１,０００工 業 化 学 科

総　　　点満　　　点日　　　程農学部後期学科別 平　均　点最　低　点最　高　点
４７０.７４４４０.３６５３７.３０８１０

後　　　　期

資源生物科学科
４８０.１５４４１.６３５７９.０３８１０応用生命科学科
５９５.８６５５５.５０６９１.５０９００地域環境工学科
５３２.５５４９８.３３６１５.９９８００食料・環境経済学科
４７７.２３４６３.８３５０２.８６８１０森 林 科 学 科
２３７.５３２２６.２５２５７.０５２９０食品生物科学科

点 点 点 点

点 点 点 点

（備考）　１）法学部・経済学部の外国学校出身者のための選考を除く。
　　　　 ２）総点については、前期・後期共合格発表時のものである。
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３．志願者・入学者　出身高校等所在都道府県別調

計
学　　　　　　　　　　　部

都道府県
農工薬医理経済法教育文総合

人間

１７９１３４９７９２４１９２２２０１６
三 重

近　
　
　

畿

４９３１７３７３９４３
２９９４４９６１８９４４２５１８６２３１６

滋 賀
７０１１２５３１８５２１８６
１,３４４１８５３８４５３６３１４１１８５１５９２８９１５５

京 都
２９２３８１０４８１８２３２４４８５１８６
２,１４３２７８６２７７９９３２７３２２５２４０５８１４６１２４

大 阪
４８９５９１９９１５９４０４１６２１３２８２３
１,３２６１５０３４３４９１０７１８２１５６１５８１９８７７５

兵 庫
３５２３１１２１１５２９２８３２５２６２８１０
８９４９８３４６３７３４６７１１２８９１３５２４６

奈 良
２４０２３１０４６１０１８２３３４３１３６
２２５３５５６１１１０２４２８１７９２９６

和歌山
７９１０２６２３６９８３９３
４９５８１２１７５１２８

鳥 取

中　
　
　

国

８１２１１１２
３３４６２３１０１２２１２

島 根
８１３２１１
１９７１８５６１０８３３１６２７３１３１３

岡 山
４９６２２３５２８１２
２８２２３６６８１３５４２９４６４２３１６

広 島
７５８３０１９５１４１４３
１０３４２５６３２２９１８１６９

山 口
２２２４１４８１２
８７１７２１１１９１３１３２３７

徳 島

四　
　
　

国

２５５１０３３２１１
１５７１２３０１０９２３１８２７２１４１２

香 川
３４５１０１４３７２２
１４６１４４０５１１３１１３６２１５

愛 媛
３４３１１２９２１６
７３１０２４４４１２３４３５４

高 知
１６１９２２１１
４０２４１１０３２４１４７０２４５０１５３９２２

福 岡

九　
　
　

州

７７７２３４２７５１３５８３
５１３１６１５１１４６４１

佐 賀
１４６１１２１２１
６２７４４２１６９６１６７

長 崎
１１１１１２３１２
１１７１６１４４２２４１５１３５１２１２

熊 本
２７３３３３５２３５
４０７５１１１２８４２

大 分
１３５２１１２１１
４０４９２２１１３１４４

宮 崎
４１１２
１３４１２１６５１６２５１４１６１１５１４

鹿児島
２６３５１２３３３３３
３６２５２１０１２３４７

沖 縄
４１１１１
１２９１９１１２１１３５２２１１１０８

検　定
１１３１３１２１
８２２４

その他
１１

１２,５４５１,４８３３,０７２５０８６３６２,０６１１,３９９１,２８１２７５９８２８４８
合 計

２,７６７３１２９６１８１１００３０１２３４３５７６２２２４１３５

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

計
学　　　　　　　　　　　部

都道府県
農工薬医理経済法教育文総合

人間

１７４１７３５７１２４０１２１５６１１１９
北海道

３２３１０３１４２３３１２
４４４１１２１４１４１４３

青 森

東　
　
　

北

１０４３１１１
３６１２２１５５５３３

岩 手
５１３１
８４１１１６１７１１１５３２８１０

宮 城
１８２１２３２１１３３
２６２６１７２５３

秋 田
５１２２
１８２１５３１６

山 形
３１１１
５５９３２１２４８２２４

福 島
５１１２１
１２３９１９６８３４９１５５８１０

茨 城

関　
　
　

東

１４２３１２３２１
６９６１３４３１８５７２４７

栃 木
１２１４１１１２２
５７６１０２１４７５１１０２

群 馬
１５２４３１１３１
１８７２３２６１４３３８３０１０４１８２１

埼 玉
１５３２１４１１１２
２６８３１３８１２７７４４８１３６１６２３

千 葉
３６７９２６４２１１４
８４５１０５８４３５５１２２３１１２４７１２７４１０２

東 京
１０６１０２０３３２４１４８１１０１３
３１０４９４４１１２４６３４４１２６２３３４

神奈川
３５５１３２２５２１３２
８１８１４２５２２７５９９

新 潟

中　
　
　

部

１７２５３１２２２
５７６１０５３８９５１９１

富 山
９１２１１２２
１０８８３０３３１９７１８３１２５

石 川
３４１４１３２６２５１
１０２９３４３７９８１１３１４４

福 井
３３２１５１２２２４５
３６４１１０５３２３８

山 梨
７１４１１
１４０２１３２６８２６１５１３２１１６

長 野
２６６１２１２１３１
１９０９５０９２３２２４２６１２３１４

岐 阜
５１３１５８４８９４
２５１２０７６６１０４９２１２０２２０２７

静 岡
５７６２０１１９３６３８
７２８１０６１５４３９３８１２７５５８３２１５９４６

愛 知
１９２２７６１５５２４１９２２４１９６

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

（備考）外国学校出身者のための選考を除く。

　　　 高等専門学校３年修了者は各都道府県別欄に含む。

上段…志願者数
下段…入学者数
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４．志願者・入学者　入学資格取得年別調
入　　　　　学　　　　　者志　　　　　願　　　　　者

学　　部 浪　　人現　　役
総数

浪　　人現　　役
総数

１１．３以前卒１２．３卒１３．３卒１４．３卒１５．３卒１１．３以前卒１２．３卒１３．３卒１４．３卒１５．３卒
人人人人人人人人人人人人

総合人間
学　　部

２１１２４９７１１３５２１１９４５２５０５１３８４８
検 １検 １検 １検 ２検 １検 １検 ３検 ８

他 １他 １他 ２他 ２他 ２他 ６
４７.４％５２.６％３９.５％６０.５％

４３８７０１３９２２４１９１６４６２７１６３０９８２
文 学 部 検 １検 １検 ２検 １検 ２検 ４検 ２検 １検 １０

３７.９％６２.１％３５.８％６４.２％
１２２７３２６２５５２０８８１５７２７５

教育学部
４８.４％５１.６％４２.９％５７.１％

２１３１４２２００３５７３４８４９３７９８１１１,２８１
法 学 部 検 １検 １検 ５検 １検 ５検 １１

４４.０％５６.０％３６.７％６３.３％
３１１４１０４１１２２３４６７２８１１８４７８７０８１,３９９

経済学部
検 ２検 １検 ３検 ５検 ２検 ５検 １０検 ２２

他 ２他 １他 ３
５２.１％４７.９％４９.４％５０.６％

６１１９１１６１５９３０１１４１５３１６５５４５１,１５７２,０６１

理 学 部
検 １検 １検 ７検 ３検 ３検 ６検 １６検 ３５
他 １他 １他 １他 ２他 ３

４７.２％５２.８％４３.９％５６.１％
６２９４１４２１００２１８２６３９１１１２４２６３６

医 学 部
検 ４検 ３検 ４検 １１

他 ２他 ２
５８.０％４２.０％６１.９％３８.１％

１６３０４４８１６６１２２９１２２２７９５０８
薬 学 部 検 ２検 ２

４５.７％５４.３％４５.１％５４.９％
６５３４３５７５５９９６１５８２２１３７８４４２,０１１３,０７２

工 学 部
検 １検 １検 １検 ３検 ３検 ２検 １検 ２検 ３検 １１

他 １他 １他 ２他 ２
４１.８％５８.２％３４.５％６５.５％

６１２１１４８１３６３１２８３３８１１８４５５７８９１,４８３
農 学 部 検 ５検 ２検 ２検 ２検 ８検 １９

５６.４％４３.６％４６.８％５３.２％
３６１５１３８１,０８４１,４９４２,７６７７１２２２７７６６３,５４３７,２９７１２,５４５

合　　計
検 １検 １検 ２検 ３検 ４検 １１検 ３１検 １１検 １６検 １９検 ５２検 １２９

他 １他 １他 １他 ３他 ３他 ４他 ２他 ２他 ５他 １６
４６.０％５４.０％４１.８％５８.２％

〔外国学校出身者のための選考に係る入学資格取得年別調（外数）〕
入　　学　　者志　　願　　者

学　　部 浪　人現　役
総　数

浪　人現　役
総　数

１４．３以前卒１４.４～１５.３卒１４．３以前卒１４.４～１５.３卒
人人人人人人

法 学 部
８８１２９３０

他 ８他 ８他 １他 ２９他 ３０
１００.０％３.３％９６.７％

６４１０１５９２４
経済学部 他 ６他 ４他 １０他 １５他 ９他 ２４

６０.０％４０.０％６２.５％３７.５％
検…大学入学資格検定合格者

他…その他の入学資格取得者



京大広報 2003. 5　No. 579

1478

　教育実習は教育職員免許法により，３単位の修得

が義務づけられている。本学では事前指導として，

実習参加学生に対して例年４月下旬にオリエンテー

ションを２日間行い（教育実習一般，民族教育，障

害者教育，同和・人権教育），更に各教科別に具体

的な事前指導を行って教育実習に臨ませている。本

学では附属学校を有していないため，教育実習は原

則として学生の出身校（高等学校，中学校の何れも

可）の協力を得て行っている。ただし，事情があっ

て出身校で承諾を得られない場合には，京都市立学

校（高等学校，中学校，養護学校）に依頼して実施

している。

　教育実習は府県により開始時期は異なるが，夏季

休業期間を除いて５月上旬から１１月中旬までの間に

２～３週間が充てられ，全体の実習が終了した後，

１１月下旬以降，各教科別の事後指導が行われる。

  単位認定は，教育実習校からの「教育実習成績報告

票」，実習生が提出する「教育実習ノート」と事前

及び事後指導の評価を勘案して教育学部において

行っている。

　平成１４年度においては，全国４０都道府県の国公私

立高等学校１１８校，中学校２２校，養護学校３校の協力

を得て実施した。

　なお，本年度の特徴として，

１）前年に比較して教育実習参加者が約４０名増加し，

一昨年の状態に戻った。

２）「介護等体験」制度（中学校教員普通免許状の

取得希望者に，盲・聾・養護学校で２日間，保育

所を除く社会福祉施設等で５日間，計７日間の体

験を行うことが義務づけられた制度で，本学では

２回生から実施可能。）の希望者増大がある。

　特に介護等体験制度実施初年度（平成１０年度後期）

に２名の希望者が，平成１１年度では２１名，平成１２年

度では６１名，平成１３年度では４９名（前期：２８名，後

期：２１名），平成１４年度では６６名（前期：４３名，後

期：２３名）となった。学生１名について２つの窓口

（特殊教育諸学校と社会福祉施設等）が必要であり，

学生の出身都府県での実施を原則としているため，

事務処理に困難をともなった。

　また，体験参加学生数の増加にともない，種々の

問題点も指摘され，制度運用に課題を残している。

　さらに，本学の現状では教員免許状取得希望者

（とりわけ中学校教員免許状取得希望学生）の実情

把握が困難であるため，教育実習及び介護等体験を

円滑に運営するには，各学部・研究科の協力が今ま

で以上に求められる。

　関係各位のご理解とご協力をいただき，制度運営

にあたりたい。 　（教職教育委員会）

平成１４年度教育実習実施状況について

（注）枠内の（　）は大学院生，〈　〉は科目等履修生で何れも内数。

計
学　部・研　究　科　名

区　分
地球生命情報エネルギー人・環農工薬医理経法教文総人

（２７）〈４〉
２０３

（１）　 
１

（１）　 
１

（１）　 
１

（４） 　
４

（２） 　
２２

（２） 　
２０

（１） 　
１

（１０）　
５３

（１） 　
３

（１） 　
２

（１）〈４〉
３４

（２） 　
５２９参加申込者

（１）　 
８２

（１） 　
１４１京都市立中学・高校

（１）　 
４

（１） 　
１３京都市立養護学校

（１）　 
１

（１） 　
１取り止めた者

（１）　 
１１２

（１） 　
１７１上記区分終了者

（２５）〈４〉
１９１

（１）　 
１

（１）　 
１

（１）　 
１

（４） 　
４

（２） 　
２２

（２） 　
２０

（１） 　
１

（９） 　
５０２

（１） 　
２

（１）〈４〉
２７

（２） 　
５１９出身中学・高校等

（１）　 
３

（１） 　
１２取り止めた者

（２４）〈４〉
１８８

（１）　 
１

（１）　 
１

（１）　 
１

（４） 　
４

（２） 　
２２

（２） 　
２０

（９） 　
５０２

（１） 　
２

（１）〈４〉
２７

（２） 　
４９９上記区分終了者

（２５）〈４〉
１９９

（１）　 
１

（１）　 
１

（１）　 
１

（４） 　
４

（２） 　
２２

（２） 　
２０

（９） 　
５２

（１） 　
３

（１） 　
２

（１）〈４〉
３４

（２） 　
５０９実習終了者

１. 学部，研究科別実習実施校（京都市立校及び出身校）
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山縣　弘忠　名誉教授

　山縣弘忠先生は，４月３日

逝去された。享年７３。

　先生は，昭和２８年京都大学

農学部農学科を卒業，同大学

院で学ばれた後，農学部助教

授を経て，昭和４５年に教授に

就任し，育種学講座を担任さ

れた。平成５年停年により退官され，京都大学名誉

教授の称号を受けられた。この間，農学部附属農場

長および同亜熱帯植物実験所長，京都大学放射性同

位元素等管理運営委員会委員長を務められ，大学の

管理運営に貢献された。

　本学退官後は，近畿大学生物理工学部教授を務め

られた。

　先生は，突然変異の利用，量的遺伝，種属間交雑，

有用遺伝資源の開発など植物育種学の広い分野にお

いて数多くの優れた研究業績を残され，国内外の農

業，育種事業，育種学，遺伝学の発展に指導的役割

計
学部・研究科名

区　分
地球生命情報エネルギー人・環農工薬医理経法教文総人

（１）〈１〉
２３

 
２３

（１）〈１〉
１０６

　 
２中学校

（２４）〈３〉
１７３

（１）　 
１

（１）　 
１

（１）　 
１

（４）　 
４

（２）　 
２２

（２）　 
１８

（９）　 
４９

（１）　 
３

（１）　 
２

　 〈３〉
２１

（２）　 
４４７高等学校

３３養護学校

（２５）〈４〉
１９９

（１）　 
１

（１）　 
１

（１）　 
１

（４）　 
４

（２）　 
２２

（２）　 
２０

（９）　 
５２

（１）　 
３

（１）　 
２

（１）〈４〉
３４

（２）　 
５０

　
９合　　計

（注）枠内の（　）は大学院生，〈　〉は科目等履修生で何れも内数。
 本年度の教育実習は，全国４０都道府県の国公私立高等学校１１８校，中学校２２校，養護学校３校の協力を得て，実施した。

２. 校種別実施状況

出口　勇藏　名誉教授

　出口勇藏先生は，４月２日

逝去された。享年９４。

　先生は，昭和８年京都帝国

大学経済学部を卒業，大学院

で経済思想史を学ばれた後，

助手，講師，助教授を経て，

同２３年教授に就任，経済学第

二講座を担当された。この間，京都大学評議員，経

済学部長をそれぞれ二期務められ，大学の管理運営

に貢献された。昭和４７年停年により退官され，京都

大学名誉教授の称号を受けられた。

　本学退官後は，名城大学教授，京都薬科大学教授

を務められた。

　先生のご専門は経済学史であったが，経済哲学と

社会思想史にも造詣が深く，フランス啓蒙の経済思

想・進歩思想の研究『経済学と歴史意識』（昭和１８

年）は版を重ねた名著として知られる。またウェー

バーの方法論の研究，トーニーの『宗教と資本主義

の興隆』の翻訳と紹介，歴史学派とメーザーやヘル

ニクなどのロマン派の研究，アダム ･スミス研究な

ど，先生の研究は，フランス，ドイツ，オーストリ

ア，イギリス，中国等の近代思想の全般に及ぶ広大

かつ深遠なもので，それはわが国の経済学史・社会

思想史の研究に対する大きな貢献であった。

　また先生は，日本学術会議会員，経済学史学会代

表幹事を務められるなど，わが国の学術の振興にも

尽力された。

 （大学院経済学研究科）

　このたび， 出  口  勇  藏 名誉教授， 山  縣  弘  忠 名誉教授が逝去されました。
で ぐち ゆう ぞう やま がた ひろ ただ

　ここに，謹んで哀悼の意を表します。

　以下に両名誉教授の略歴，業績等を紹介します。

訃報
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を果たされた。平成２年には，「突然変異の誘発と

利用に関する遺伝育種学的研究」で，日本農学賞お

よび読売農学賞を受賞された。先生が作出されたイ

ネ突然変異体のコレクションには，学術上きわめて

貴重なものが多く含まれており，その一つの変異体

の分析から，トランスポゾンの一種MITEがゲノム

中を転移するという大発見が動植物を通じて初めて

なされている。

　また，先生は，日本育種学会において会長，副会

長の要職をそれぞれ４年間務められたほか，日本農

学会評議委員，国立遺伝学研究所評議委員などを歴

任され，わが国の学術行政にも貢献された。

 （大学院農学研究科）

話題

　原子炉実験所では，創立４０周年記念オープンキャ

ンパスを構内の１００本以上の桜の満開時期と重なっ

た４月２日（水）から６日（日）にわたって開催し，

期間中９００名を超える多数の来所者があった。

　２日（水）から４日（金）の各日，原子炉実験所

教授による記念講演会が行われ，併せて原子炉実験

所創立４０年の歴史のあゆみとして，開設当時の貴重

な写真や新聞記事を含むパネル等を展示した「展示

コーナー」も開設された。

　また，５日（土）に行われた毎年恒例の「一般公

開」では，「ビデオ上映コーナー」や所員の案内に

よる研究用原子炉（ＫＵＲ）等の施設見学のほか，

「科学実験体験コーナー」も開設した。その中でも

「放射線の足跡を見る」というテーマで行った霧箱

実験が特に好評を得た。

　６日（日）の最終日に行われた，「桜公開」は好

天にも恵まれ，近隣住民を中心に多数の来所者があ

り，昼食時には構内各所で桜の下，弁当を広げてい

る光景があちこちに見られ終日にぎわいを見せた。

　原子炉実験所では，今後ともこのような多数の方

が参加できるイベントを充実させ，原子力と科学の

世界を身近に感じてもらえる場を提供していく考え

である。

原子炉実験所，創立４０周年記念オープンキャンパスを開催
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お知らせ

平成１５年度創立記念行事音楽会の開催

　本学では，６月１８日の創立記念日を祝し，下記日程のとおり音楽会を開催いたします。
　本学学生・教職員の来聴を歓迎します。
　
　　　　　　　　　～美貌とダイナミズムの実力派～
　　
名　　　称

　　 三 　 舩 　 優 　 子 　ピアノコンサート
み ふね ゆう こ

　　演　奏　者　　 三 　 舩 　 優 　 子 　（ピアノ）
み ふね ゆう こ

　　日　　　時　　平成１５年６月１７日（火）　開場：午後５時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開演：午後６時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終演：午後８時３０分（予定）
　　会　　　場　　京都コンサートホール（京都市左京区下鴨半木町１－２６）
　　プログラム
　　　《第一部》（約４０分）
　　　　　バッハ　　　　　　：イタリア風協奏曲　へ長調　BWV.９７１
　　　　　ショパン　　　　　：バラード第１番　ト短調
　　　　　　　　　　　　　　：夜想曲　OP.６２－２
　　　　　　　　　　　　　　：幻想即興曲
　　　　　リスト　　　　　　：ラ　カンパネラ
　　　　　　　　　　　　--- 休憩（２０分間）---
　　　《第二部》（約４０分）
　　　　　プロコフィエフ　　：シンデレラからの６つの小品　作品１０２より
　　　　　　　　　　　　　　　　　シンデレラと王子のワルツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　争い
　　　　　　　　　　　　　　　　　愛をこめて
　　　　　ブルース・スターク：ウィングド
　　　　　ガーシュイン　　　：ラプソディー・イン・ブルー

　演奏者略歴

 三 　 舩 　 優 　 子 （ピアノ）
み ふね ゆう こ

　幼少の頃からニューヨークに育ち，ジェローム・ローエンタール氏に師事。帰国後，井口秋子，奥村洋子，安川加寿子らに師事する。
１９８８年桐朋学園大学在学中，第５７回日本音楽コンクールで第１位を受賞。併せて野村賞，井口賞，河合賞を受賞。翌年，同大学を主席で
卒業。赤坂御所における桃花堂コンサートにて御前演奏を行う。その後，国内各地でピアニストとして活動開始。１９９０年には文化庁海外
派遣研修員としてジュリアード音楽院に留学，名教師マーティン・キャニオン及び室内楽のサミュエル・サンザースの両氏と出会い指導
をうける。１９９１年にはロス・アンジェルスにてアメリカデビューを果たし L.A.TIMES にて絶賛をうける。
　同年１０月，フリーナ・アワーバック国際ピアノコンクールで優勝。カーネギーホール，リンカーンセンターなどでリサイタルを行い全
米で多くの話題を集める。９２年５月，ジュリアード・ソリスト・オーデションに優勝。同年９月帰国し，本格的に日本での演奏活動を再
開する。
　リサイタルはもとより，国内外の主要オーケストラとも共演を重ねる。
　これまでに，ＣＤアルバム「リスト /巡礼の年 第２年イタリア」，「リスト作品集 /メフィストワルツ」，「ラプソディ・イン・ブルー」
等を発売。
　９６年１月にはモスクワ・フイルハーモニー交響楽団（シナイスキー指揮）と協演。
　９７年には東京 ･御茶ノ水のカザルスホールにて「HASEKO CLASSICAL SPECIAL」/三舩優子煌くピアニズム」と題したセルフ・プ
ロデュースによるコンサートシリーズを行い，好評を博した。さらに９５年４月から２０００年３月まで，ＦＭ横浜のラジオ音楽番組「オーセ
ンティク・ジャーニー」「ラ・ゴンドリエラ」のパーソナリティーとしても活躍。
　最近は人気クラリネット奏者の赤坂達三氏とのデュオやトリオのコンサートを始め，日本在住のアメリカ人コンポーザーピアニスト，
ブルース・スターク氏の曲を演奏会などで取り上げる。２００２年１２月には同氏の作品をタイトルにしたアルバム「ウィングド」（キングレコー
ド）を発売し，音楽雑誌等で高い評価を得ている。音色の美しさとスケールの大きな力強い演奏はつねに観客をとりこにし，バッハから
ガーシュインまで，古典から現在音楽に至るそのレパートリーの幅広さにも定評がある。
　とりわけアメリカの作曲家の作品とロシア音楽への思い入れが深く，本人の得意とするところである。

　　備　　　考　1. 入場無料（入場の際は，本学学生証または職員証を呈示してください。）
　　　　　　　　2. プログラムは当日会場で配布します。
　　　　　　　　3. 定員は１，６００名先着順とします。演奏中は入場できません。
　　　　　　　　4. 問い合わせ先：学生部学生課課外教養担当　℡ 内線２５１１
 （学生部）
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桂キャンパスへの工学研究科移転に伴う本部構内の交通規制について

 本部等構内交通委員会

　大学院工学研究科の桂キャンパスへの本格的な移転が開始されます。まず，化学系専攻及び桂インテックセ

ンター関係が，６月２３日（水）から８月下旬の間，電気系専攻関係が，８月下旬から９月下旬にかけて，移転

します。

　この移転による物品等の搬出に伴い，次のとおり，本部構内の大幅な交通規制が行われます。教職員，学生

及び一般の方々には，通行等ご不便をおかけすることとなりますが，ご理解とご協力をお願いいたします。

　なお，この移転に伴う交通規制により，本部構内の駐車スペースが大幅に減少しますので，教職員及び学生

におかれては，自家用自動車による通勤・通学を極力自粛されるよう強く要請いたします。

＜化学系移転時期　６月２３日～８月下旬＞
・構内東側エリアへは北門から入構し，東門から出構。

・構内西側エリアへは正門から入出構。

※移転搬出車両は，裏門を専用出入口とし，裏門から４号館の周囲道路を「搬出車両専用通行区間」とする。 
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＜電気系移転時期　８月下旬（２５日予定）～９月下旬＞
・正門入口から，構内の東側エリアと西側エリアに分かれて入出構。

・構内の北東側建物（ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ 等）への関係車両は，交通整理員の誘導により，３号館北側道路を通行。

※移転搬出車両は，北門を専用出入口とし，北門から３号各館等の周囲道路を「搬出車両専用通行区間」とす

る。
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編集後記
　カリキュラム改革で忙しかった教科主任の任期も３月末で終わり，ホッと一息。暖かくなって桜が咲
き，イラク戦争も峠を越した頃は，「雑用から解放されてサァ研究に集中できるぞ」と明るい展望を抱
いていました。事態が一変したのは，４月１８日の広報委員会で『京大広報』部会の世話人に指名されて
からです。私自身，２０年以上大学で仕事をしていますが広報の仕事をしたことはなく，『京大広報』を読
んだことはおろか，その存在さえ知りませんでした。そんなわけで昨年度分を見せてもらいましたが，
なんと毎月発行しているではありませんか。「こんなの引き受けたら大変だ」と抵抗を試みましたが，そ
れも虚しく，この編集後記を書く羽目になってしまいました。
 　引き受けてしまったからには仕方がありません。これからは大学にとっても広報活動が大切になる
でしょうし，３月号の編集後記にある「旧編集部会からの提言」を実行に移しながら，多くの人に読ま
れ（既に私という読者が１人増えました），親しまれる紙面づくりをしていこうと思っています。読者の
みなさんからの積極的なご提言・ご投稿を期待いたします。 （成生記）

平成１５年度原子炉実験所の学術公開日について

　原子炉実験所では，平成１５年度上半期分の学術公開（施設公開）を以下のとおり実施いたします。

１．日　　　時　　　５月１２日（月）
　　　　　　　　　　６月２日（月）　　時間は各日とも
　　　　　　　　　　７月７日（月）　　午後１時～４時
　　　　　　　　　　８月４日（月）
　　　　　　　　　　９月８日（月）
２．申 込 方 法　　　希望日の前々週の水曜日までに団体名，人数，責任者及び連絡先を記載した文書（書式

任意）でお申し込みください。
　　　　　　　　　　（郵送，ＦＡＸ，Ｅ－mail，いずれも可）
３．申込・問合せ先 
　　　　　　　　〒 590-0494　大阪府泉南郡熊取町野田
　　　　　　　　　原子炉実験所 総務課庶務掛
　　　　　　　　　　　　　　電話：0724-51-2310　　 FAX：0724-51-2600
　　　　　　　　　　　　　　E-mail: shomu@rri.kyoto-u.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　　詳細はホームページをご覧下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　http://www-j.rri.kyoto-u.ac.jp/koukai/g_kokai.htm

日誌 2002.3.1 ～ 3.31

３月１日　医療技術短期大学部入学者選抜試験
　　　　　（２日まで）
　　４日　評議会
　　〃　　大学院審議会
　　〃　　教育課程委員会
　　１０日　学生部委員会
　　１１日　評議会
　　１３日　入学者選抜学力試験（後期日程）
　　　　　（１４日まで）

　　１７日　医療技術短期大学部卒業式
　　１８日　評議会
　　２４日　修士学位授与式
　　〃　　博士学位授与式
　　２５日　卒業式
　　２６日　附属図書館商議会
　　２７日　国立大学の法人化に関する説明会
　　　　　（第３回）

［訂正］
　前号（No.５７８）当欄掲載の放射線生物研究センター長交替の記事（１４４３ページ）中，「放射線システム生物部門担当」は
「ゲノム動態研究部門担当」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。


